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・1999 年４月から 2000 年 10 月にかけて山梨県御坂山地に 20 台のワナにより 33 頭のク
マを捕獲し、発信機を装着し、2001 年 10 月まで追跡した。この結果、平均行動圏サイズ
はオス 68.71±74.66(SD)k ㎡、メス 30.29±22.13k ㎡であり、個体差はあるが、行動圏は重
複することが判明した。また 2,424 地点の位置情報から重回帰分析を行い、環境選択性を
評価した。 
・2006 年から 2008 年の 3 年間、丹沢山地で合計 66 ヶ所のヘアトラップを設置し、密度調
査を実施した。毛根に含まれる遺伝子分析から 35 頭が識別された。 
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